
提

出

者

金

子

哲

夫

平
成
十
三
年
五
月
二
十
三
日
提
出

質

問

第

七

〇

号

原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
定
期
検
査
の
柔
軟
化
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
定
期
検
査
の
柔
軟
化
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

昨
年
十
一
月
に
原
子
力
委
員
会
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
「
原
子
力
の
研
究
、
開
発
及
び
利
用
に
関
す
る
長
期
計
画
」
に
お
い

て
、
「
定
期
検
査
の
柔
軟
化
や
長
期
サ
イ
ク
ル
運
転
、
熱
出
力
を
基
準
に
し
た
運
転
制
限
へ
の
変
更
等
が
検
討
課
題
」
と
さ
れ

た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
原
子
力
の
安
全
性
、
労
働
者
の
安
全
確
保
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
て
、
安
易
に
実
施

さ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
以
下
の
事
項
に
関
し
て
質
問
す
る
。

一

定
期
検
査
の
柔
軟
化
や
長
期
サ
イ
ク
ル
運
転
、
熱
出
力
を
基
準
に
し
た
運
転
制
限
へ
の
変
更
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
現

在
の
検
討
状
況
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

定
期
検
査
の
柔
軟
化
の
一
つ
に
、
測
定
項
目
の
削
減
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
現
在
ま
で
の
測
定
項
目
の
削
減
の
状
況

と
今
後
の
方
向
に
つ
い
て
検
討
状
況
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

同
じ
く
定
期
検
査
の
柔
軟
化
の
一
つ
に
、
点
検
頻
度
の
変
更
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
で
に
実
施
さ
れ
て
い
る
点
検
頻

度
の
変
更
の
状
況
に
つ
い
て
原
子
炉
毎
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
今
後
の
変
更
に
関
す
る
検
討
状
況
を
明
ら
か
に
さ

れ
た
い
。

四

同
じ
く
定
期
検
査
の
柔
軟
化
の
一
つ
に
、
発
電
停
止
時
刻
の
見
直
し
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
変
更
の
経

一



緯
を
原
子
炉
毎
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
発
電
停
止
時
刻
の
見
直
し
に
伴
っ
て
、
労
働
者
が
格
納
容
器
内
で
作
業
を
開
始
す

る
時
刻
も
変
更
さ
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
も
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
今
後
の
見
直
し
に
関
す
る
検
討
状
況
に
つ
い
て

も
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

五

以
上
の
よ
う
な
定
期
検
査
の
柔
軟
化
策
は
、
検
査
が
不
十
分
な
も
の
と
な
っ
た
り
、
労
働
者
に
余
分
な
被
曝
を
強
い
る
こ

と
と
な
る
怖
れ
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
心
配
が
な
い
の
か
見
解
を
お
示
し
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
そ
の
根
拠
を
示

さ
れ
た
い
。

六

沸
騰
水
型
軽
水
炉
の
定
期
検
査
立
会
項
目
は
一
九
八
〇
年
に
通
産
省
の
立
会
項
目
が
五
八
か
ら
九
九
年
四
月
以
降
に
一
六

と
激
減
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
立
会
項
目
が
変
更
さ
れ
た
理
由
と
、
変
更
後
も
十
分
な
検
査
が
で
き
て
い
る
と
す
る
根
拠

を
示
さ
れ
た
い
。

七

長
期
サ
イ
ク
ル
運
転
の
長
期
と
は
ど
れ
く
ら
い
の
期
間
を
想
定
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
そ
の
検
討
状
況
と
、
安
全
性
に
つ

い
て
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

八

電
気
事
業
法
の
定
め
る
期
限
の
十
三
ヵ
月
を
超
え
て
原
発
の
運
転
が
、
通
商
産
業
大
臣
（
現
在
の
経
済
産
業
大
臣
）
の
承

認
を
得
て
行
な
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
美
浜
一
号
と
高
浜
一
号
で
本
年
度
に
こ
の
特
別
措
置
が
と
ら
れ
る
と
し
、
「
全
国

二



で
十
数
件
の
前
例
が
あ
り
、
最
長
二
十
三
日
の
実
績
が
あ
る
」
（
二
〇
〇
一
年
四
月
十
八
日
付
福
井
新
聞
）
と
も
報
じ
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
電
気
事
業
法
の
定
め
る
期
限
を
超
え
る
運
転
が
承
認
さ
れ
た
件
の
実
態
に
つ
い
て
、
そ
の
原
子
炉

名
、
日
付
、
延
長
期
間
、
そ
の
理
由
を
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
こ
の
措
置
の
内
容
に
つ
い
て
合
理
的
と
考
え
う
る

の
か
、
そ
の
根
拠
を
示
さ
れ
た
い
。

九

熱
出
力
を
基
準
に
し
た
運
転
制
限
へ
の
変
更
が
検
討
さ
れ
る
理
由
と
、
そ
の
安
全
性
に
つ
い
て
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


